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貴陽方言における単字調および “軽声"を伴う二音節語の調形
樋 口 勇 夫
0.:まじめに
樋口 (2004a)では,漢語諸方言における声調とストレスアクセントとの関係を,実験音声学的手
法によって明らかにすることの一環として,漢語北方方言 13種における単字調形と後字軽声二音節語
調形とを比較し,両者の関係を探った (1)。
また,樋□ (2004b。2004c)では,それぞれ西南官話の一種である,昆明方言・成都方言における,
単字調形と所謂 “重い軽声"を伴う二音節語調形とを比較し,両者の関係を探った。
本稿では,樋口 (2004a。2004b・2004c)同様,実験音声学的手法により,岩田 (1999。2001)の
見解に基づいて,貴陽方言における,単字調形と所謂 “重い軽声"を伴う二音節語調形とを比較し,
両者の関係を探る (2)。具体的な実験方法としては,貴陽方言の音声データを音声分析ソフトで分析
し(3),両者のピッチ (FO)および音節の長さを比較する。
岩田 (1999:147-148,152-156)。(200 :24,25-26)では,江蘇省連雲港方言の3種の軽声―前
者では “I類・高降・Ⅱ類",後者では “LS(2)。LS(3)・LS(1)''と呼ばれている一は,歴史的にこ
の順でストレスの左移動を生じた結果で,
ストレス左移動の順 ① ② ③
後字のタイプ “nght sprea“ng'' “高降" “既定値"保存
前字調類 単字調値 I類=LS(2) 高降=LS(3) Ⅱ類=LS(1)
陰平 214 214+5 214+41 214+1
陽平 24 21+5 21+41 24+1
入声 24 21+5 21+41 44+1
去声 45 44+5 44+41 45+1
上声 41 41+1 44+1
①は軽声の “既定値"(“低''という “声域特性")まで失われてしまった “nght spreading"(前字
上声を除く),②は“上声 (41)"という特定の声調の声調特性を獲得した“secondary tOne",③は“既
定値"のみ保存している, と考えている。
樋口 (2004a)では, これらのほかに,「合肥・陰平」や「蘭州・陽平」の後字軽声のような, “低
昇"タイプを認め,
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地点 前字調類 単字調値 二音節語調値
合肥 陰平 21 21+23
蘭州 陽平 51 51+24
樋口 (2004b・2004c)では,更に,「昆明・陰平」,「昆明・陽平」,「昆明。上」,「昆明・去」や,「成
都・陰平」,「成都・陽平」,「成都 。上」,「成都 。去」の後字軽声のような,“中平"タイプを認めた。
地点 前字調類 単字調値 音節語調値
昆明 陰平 33 33+33
昆明 陽平 31 31+33
昆明 上 53 53+33
昆明 去 212 212+33
地点 前字調類 単字調値 音節語調値
成都 陰平 35 35+44
成都 陽平 31 44+44
成都 上 553 55+44
成都 去 213 213+44
本稿では,以上のような見解に従って,貴陽方言の所謂 “重い軽声"を観察する。
1.連続変調表
李 (1997)から得られる二音節語語例を,筆者の聴覚的記述調値によって表にまとめると,以下の
如くである。(以下,陰平・陽平。上声。去声を,それぞれ① o②o③・④で表わす。)
前字② (単字21)。③ (単字42)は,それぞれ22・44に変調する。
後字が変調しないものを「後重」とし,後字が45に変調するものを「後軽」とする。(但し,「④+
④後軽b」 は前字が22に変調し,後字は変調しない。)
後字①は「後重」であるか「後軽」であるかが判別できないので,以下の表では両者の間に置き,
4.の表でも後字軽声の例としてタイプ分けを行なうことをしない。「数」は得られた語例数を表わす。
日11 後 ①45 1 数 ②21 1 数 ③42 1 数 ④24 1 数
① 45
|
|~
後重
後軽(後字45)
45+4517 45+21645+45
45+421 945+241 7
1   後重
「~後重ま後1亨45'~~② 21 22+451 19
22+219
2422+451
22+4217 22+245
|
|~
後重③42 後軽(後字45)
“
+45 15
“
+21 1 8
44+451 2
44+42 1 154+241 7
|
|
「
|~
後重
④ 24 後軽 a(後字 45)
後軽b(前字22)
24+454 7i45~1~~丁
~ 24+421 1424+24
22+24
1 7
1 2
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「後軽」(前字④の場合は「後軽 a」。後字45)は,後字②にのみ現われる。
「後軽b」 は,「④+④」にのみ現われる。
2.各形式所属語彙
得られた全ての各形式所属語彙を,声調の組み合わせ別に,以下に掲げる。
①+①
「後重/後軽」(45+45)17例
吹ヌ舌収,今天,真天今天,公鳩,姻園,妨妨祖母,公公外祖父,医生,医り市医生,先生中医生,
拉 稀 渇仕,他 個 ,当 中 ,相 立 便宜,心 心 餡,弯 弯 拐弯的地方,顆 顆 顆粒状的京西o
①+②
「後重」(45+21)6例
端阻端午市,今年,真年今年,将オ剛,猫几小猫,碕共。
「後軽」(45+45)5例
高共上共,心共心里, 多共多下,姑娘女几,猫几猫。
①十③
「後重」(45+42)9例
端午端午市,宙子箇声,包子,瞬子腐子,速点速早,参倒和,心子心,腰子腰,肝子肝。
①+④
「後重」(45+24)7例
星宿星星,泳雹,波菜,:i茎介,高上上扶,千浄,刀意故意。
②十①
「後重/後軽」(22+45)19例
結泳,明天,|司｀天明天,昨天,葵花向日葵,南瓜,牙猪未K成的公猪,郎猪神公猪,房同,茅斯厠所,
楼梯,額飯勧共,伯参伯父,伯掲伯母,叔多叔父,幌呑梶鈍,盆巴盆,男的男人,男生男人。
②+②
「後重」(22+21)9例
明年,日年明年,自苦自薯,麻雀,厨房,男人丈夫,各人紀,謄踏粧,十一。
「後軽」(22+45)24例
共友,眉毛,茶叶,毛栗,葡萄,噌虫掴虫,河共河里,共共去几,茄几茄子,砲佗拳共,
雀省父来, 零今?父, イ自伯伯父, 叔叔叔父, 婆婆外祖母, 婆娘妻子, t曼共, 瓢りL勺几, 瓢瓢勺几,
脚脚下夫,娃几小核,鋤共,壁共培壁,石共。
②十③
「後重」(22+42)17例
落雨下雨,自雨泳雹,麦子,茄子,房子,日炊,厠所,菓子,鼻子,膵頚惇子,りし子,
厨子厨り|,,凍倒傷民,舵子蛇背,和倒和,雀子ら,羊子羊。
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「後重」(22+24)5例
月亮,胡豆蚕豆,洋芋5俗薯,便宜,十二。
③+①
「後重/後軽」(44+45)15例
草 猪 未K成的母猪, 母 猪 礎 小猪的, 子 鳩 未下道蟹岬鴻, 草 鴻 未下道蛋的母鳩, 母 鳩 , 栓 包 騰 歪頁根 朦子,
老娼母来,老公丈夫,女的妻子女人,早餐早仮,女生女人,我個,体個,左辺。
③+②
「後重」(44+21)8例
打雷,吼雷打雷,月歯売共,指共手指共,指甲,女人妻子,佼皮掘鈍,想共想法。
「後軽」(44+45)2例
火共火里,里共里面。
③十③
「後重」(44+42)15例
火内1職,左手,反手左手,老者父来老共几,姉姉叔母,保拇,朗子什ム,卵点郷里,両里, 老子,
草 草 草,板 板 板,祉 祉 祉皮的事,短 短 短赴 把柄,本 本 本 子。
③+④
「後重」(44+24)7例
早仮,晩仮,感冒傷ス,死了,走了小核死了,卿今准邸一介,耶祥什ム。
④+①
「後重/後軽」(24+45)4例
外公外祖父,舅娼舅母, 自家自己,右辺。
④+②
「後重」(24+21)19例
太阻,下雪,去年,1日年去年,仮薯籠,臭虫,仕房厨房,太零祖父,タト婆外祖母,舅爺舅舅,
面条,醤油, 那りし他, .=「十, 1第一, 床毛りL小老鼠, t岸りし群子, 中冒りL帽子, :看共可看之赴。
「後軽 a」 (24+45)5例
后共后面,上共,下共,タト共外面,免几免子。
④十③
「後重」(24+42)14例
下雨,大米,耗子老鼠,右手,正手有手,碇子拳夫,雲li量腿,浜子丈夫,述早早仮,模子,自己,
那点那里,二両,村子樹。
④+④
「後重」(24+24)7例
看病,那今,雲意故意,第 塾塾塾子,蓋蓋蓋子,套套套子。
「後軽 b」 (22+24)2例
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得られた例を見る限り,所属語彙には以下の如き傾向がある :
1.動賓構造の語彙は,全て「後重」(乃至「後重/後軽」)に属している。
2.重ね型の語彙は,②では「後軽」(後字 45)に属し,①では「後重/後軽」に属し,③では「後重」
に属すが,④では「後重」に属すもの3例
塾塾塾子,蓋蓋蓋子,套套套子
と「後軽 b」 (前字22)に属すもの2例
太太祖母,舅舅
とに分かれる。
前字
調類 調値 後重 後軽 (後字 45) 後軽b(前字 22)
① 45 45+45
② 21 22+45
③ 42 44+42
24 24+24 22+24
3.接尾辞 “共''(単字21)は,前字②では「後軽」に属すが,前字①では「後重」
砧共
と「後軽」(後字45)に属すもの3例
高共上共,心共心里,多共多下
とに分かれ,前字③では「後重」に属すもの2例
才旨共手指共, 7思い夫想法
と「後軽」(後字45)に属すもの2例
火共火里,里共里面
とに分かれ,前字④では「後重」に属すもの1例
看共可看之処
と「後軽」(後字45)に属すもの4例
后共后面,上共,下共,タト共外面
とに分かれる。
に属すもの1例
前字
調類 調値 後重 後軽(後字巧
① 45 45+21 45+45
② 21 22+45
③ 42 44+21 44+45
④ 24 24+21 24+45
4.接尾辞 “几"(単字21)は,前字②では「後軽」に属すが,前字①では「後重」に属すもの1例
猫几小猫
と「後軽」に属すもの1例
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`苗
りし
`]
とに分かれ,前字④では「後重」に属すもの4例
刀|りL他, 末毛りし小老ltt, リキリし祥子, 中冒りし帽「
と「後軽」に属すもの 1例
免りし免子
とに分かれる。前字③の例は得られなかったが,得られた例を見る限りでは,接尾辞
じ振る舞いをする。
“共''と同
調類 調値 後重 後軽(後字45)
① 45 45+21 45+45
② 21 22+45
③ 42
④ 24 24+21 24+45
3.各形式の例
音声分析画面に表示した各形式の例を,以下に掲げる。音声記述のうち,調値は筆者の聴覚的記述
調値,それ以外は李 (1997)による。
単字① “居"[“i45]
デ鯉―|
繭絆‐
①十①(後重/後軽)“吹ヌ舌」ヌ''[tttci45ぉ045]
医霧
、"‐"".F~
.壺腰1-
①十②(後重)``石寺ガ'[suan45ぉu21 ①+②(後軽)“高共上夫''[ka。45ぉu21‐45]
匡圏
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tD+0(後重)“肝f川''[kan45 ts142] ①十④(後重)“
'l:宿'1■
■''[9m45 9iou24]
'・ぜ:i=・…喘(…F~ “・・｀ 「~11111 _L壼」、_疇 . .“回 rII´[__憔 十二…0′■―‐… ..II___~~~・Ю
'1・
nⅢ卜〕F~ ′¨` 回 1 _」
|。
'ユ
_
」
=_」
_■_1
②十③(後重)“虜 r''[ね02■22 ts142]
ュ1"…同許器=薫
_」 1 .,__  
‐停‐篠!  「~~~
螂静―
②+0(後喧)“胡り_蚕ゴ'[i2●2 tou24]
~・・ =」 |…` t.攘 -Oi~
_1●_」 ,o蠍…荀Ⅲ 両
―_t=^」__■_」
0~鱗
“
_
38`'―
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単字② “急"[t9121]
|"↓罐―|
1螂F―
「凛■1'“
‐
'Ⅲ““
″~1鶴。、“r」
安―
「・・
‐‐
~,朦
t“| ●「‐ _に、 _―――,___|
_ヒLj恥籠,輌回鑓‐ f面・‐――「
―――
_」り」." 1‐繭“
 :~~
_■雲」 __性_l
②十①(後重/後軽)“茅断す則|'F''[ma。2■22銅45]
ぷ[1予「
¨   [藤五〕'・‐繁“は'I:
_攣■」_」_」 _整_」ん螂_薇五―
「
赫 Ⅲ
… `・は'i二   _1` : ●Ⅲ…
「
摯し
醸ILr
②+②(後重)“厨房''[ts■2●22 fa021]
‐  |. た。,1  鳩 (
町
1‐
||.百=~~コ
_■■_|"曝…資〕"「
「
凛
=■「
‐諭■‐lr~
②十②(後軽)“脚脚 |ヽ ガ'[tci。2■22 tci。45]
 ｀     111性菫J∬‖:醸
=
謝T罵,L‐l 咀]驚∬y_■i:=「 言i_ …」」」…
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単字③ “虎"[負42]
「?
_」生」
願 璽
③十①(後重/後軽)“飯根貯子"[tcia142●4 kcn45]
: ,り||IJ:I:こ」~~~~′ :.
匡画
③+②(後重)“想共想法"[cia142●4ぉu21]
‐つ"臨''コrに
一―    
「 ==言
■ '・" °｀L“'″
~
_,,0節ご_ ・
´'.■.
_==_」“_ 回¨輌
―__■_」_」雲_」
③+②(後軽)“火共火里"[x。42‐44ぉu2■45]
_望_」 "臓…‐)価
~.|“口 i――●―一
懸Fl―
'WI
医 □ "“`ぃ〔_“:.■
‐‐"…h油‐
③+③(後重)“草草草"[ts`a。42‐44 ra。42]
鰯静'―
時 ||
|1亜硼
③十④(後重)“死了"[ギ2‐44。u24]
F=」_型_11_T■」"……N謳―
F==言■ '“ぬ` '…
'
慕■
__ ___≧、 .=`二
単字④ “去"[t9124]
?????
睡
=]r=(“
:肝
④十①(後重/後軽)“外公外祖父"[uai24 b145]
lrじ4-
1毅 ―
′、rl・
″
・  =・″｀
  ‐
薯電三百菅聾 肇 姜~~'|:=:1_.…
" _._.」._
-24-
貴陽方言における単字調および “軽声"を伴う二音節語の調形
④+②(後重)``ド雪''[cia24 9i821] ④+②(後軽a)“后夫后面"[xЭu24ぉu2■45]
|_螂
④+③(後重)“雲腿ば'[pa24 mci42]
′ ｀~｀｀・ ｀ヽ
」
厩薫コ疇薇
■ヒ
=1
④+④(後重)“套套套子"[ra。24ぬ。24]
,,・
|′^^●
‐
』?
④+④(後軽b)“太太祖母"[ぬi24‐22ぬ124]
_霊_:r´■_1
4.分析結果
本稿では,韻母部分をその音節の長さとして測定した。
音響分析による調値は,石(1994:114)に従って,まず,各声調の始点。中点。終点の周波数 (FO)
各平均値を次の公式に代入して算出し,
x―b ～
a~Ib X°
a=全声調平均
b=全声調平均の最低周波数。
x=各声調平均の各点における周波数。
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次に,得られた数値の0～1の間を1, 1～2の間を2, 2～3の間を3, 3～4の間を4, 4～5
の間を5, とそれぞれし, 3桁で表わした。
音節の絶対的な長さは捨象した。前字に対する後字の相対的な長さを「後字/前字」により算出し,
前字の長さを1として後字の長さを図示した。但し,後字の方が長い場合は,後字の長さを1として,
前字の方を短く図示している。
前字②および③は,単字調として現われる調素が後字軽声の前で変調しているので, これらについ
ては,前字+後字の調形についてのみ,その他の場合に当てはめて述べる (4)。
以下では,後重のものも含めて全形式の分析結果を掲げ, 0.で見た後字軽声の各タイプ,“Right
spreaこng"タイプ,“高降(High Eaning)''タイプ,“低昇(bw■ising)''タイプ,“中平(Mid Le、アel)''
タイプおよび “既定値(Deねult Value)''保存タイプ,をそれぞれ “S",“F",“LR",“L"および “D"
とする。
形式
タイフ
°
/語
例数
調値・調形 上ヒ
cl記述調値
上 :『音梢』/下:筆者
単字 前字 後字 後ゾ前 単 前 1 後
C‐KD
後重/
後軽
17
455  高昇 344  高昇 1 444  高量_ 0.78 55 55 1 55
ノ″
~
カ ー ‐
く/″
__生
45 45 45
⊂:沖l②
後重 6
455  高昇 355  高昇 1 421   降 0.8 55 55 1 21
ノ 月
「
″/~
/
,
‐
＼
ゝ
ヽ▲
45 45 21
(ЭК②
後軽
HR
5
455  高昇 345  高昇 1 444  高昇 0.76 55 55 1 55
/
ワ “
―◆
45 45 45
①10
後重 9
455  高昇 345  高昇 1 431   降 0.71 55 55 i 42
/
σ
45 45 1 42
CポЭ
後重 7
455  高昇 355  高昇 1 212  降昇_ 1.03 55 55 1 213
/
●
´
/
●
ヘ
Y
45 45 24
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②10
後重/
後軽
19
431   降 322  低降 1 234  高昇 0.77 21 21   1    55
ヽ
分
^/
21 22   1    45
②C)
後重 9
431   降 322  低降 1 221氏降 0.74 21 21 21
ヽ、
＼
ヽ
0ヽ
ヽ ヽ
｀ヽ ヘ
21 22 21
②く )
後軽
HR
24
431   降 322  低降 1 234  高昇 0.85 21 21 55
0と
ヽ ^
0
/
21 22 45
② Ю
後重 17
431   降 322  低降 1 321   降 0.66 21 21 1 42
0
ヽ▲
＼
ヽ
くヽ…
ヽ
qヽ、
ヽ
ゝ
21 22 42
CC)
後重 5
431   降 222  低降 1 223  降昇 1.12 21 21 1 213
` ヽ
＼
＼ _ ^_/
Vヽ
21 22 24
③―Ю
後重/
後軽
15
531  高降 333  中降 1 333  高昇 0.74 42 42 1 55
―
◆
―
42 44   1    45
③‐貶)
後重 8
531  高降 443  中降 : 311  低降 0.72 42 42 21
ヽ
¬
'
42 44 21
③l②
後軽
HR
2
531  高降 444  中降 1 344  高昇 0.81 42 42 1 55
ヽ
ヽ
＼
ヽ
―
▲ ‐
42 44 45
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GO'
後重 15
531  高降 443  中降 1 421   降 0.73 42 42   1   42
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
42 44 42
③10
後重 7
531  高降 443  中降 1 312  降昇 0.98 42 42 1 213
◆―■ヽ
ヽ
｀、 ハ
■r
42 44 24
④10
後重/
後軽
4
234  低昇 223  低昇 1 334  高昇_ 0.92 213 213 1  55
′
/
―
下 74
24 24 45
④10
後重 19
234  低昇 224  低昇 1 421   降 0.77 213 213 1  21
′
▲イ
′
ノ
`＼
Q
ヽ、
24 24 21
④Ю
後軽a
HR
5
234  低昇 223  低昇 1 334  高昇 0.83 213 213  1    55
′
″/
ヤ
●′▼
24 24 45
④10
後重 14
234  低昇 223  低昇 1 431   降 0.71 213 213 1  42
′
′´′ ′
▼
―
ゝ
ヽ
ゝ
24 24 42
|(こ
||卜Ю
後重 7
234  低昇 234  低昇 1 312  降昇 1.13 213 213 1 213
′
/
◆
/
,「
全___
＼ ノ″
24 24 24
④て :)
後軽b
S
2
234  低昇 321  低降 1 223  降昇 0.89 213 21 24
′
ヵ〆 0(
ヽ 、 0 _ヽ^ノ′
~
24 22 24
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前字②および③は,単字調として現われる調素が後字軽声の前で変調している。
後字調形が “高昇"である「①+②後軽」,「②+②後軽」,「③+②後軽」,「④+②後軽 a」 4形式
は, “高昇(High Rising)''タイプー略して “HR"タイプーという範疇を新たに立て,そこに属させる
ことができよう。
単字調形 “低昇"に対し,「前字十後字」調形が “低降+降昇"である「④十④後軽 b」 1形式は,
Sタイプである。
後字の前字に対する長さは,降昇屈曲調である「後字④後重」の後字が,前字とほとんど同じ長さ
か前字より長いのを除き,「後重」/「後軽」に関係なく,後字の方が短い。この点は,昆明。成都の
L(乃至 S几)タイプ (それぞれ後字 33・44)の後字が,前字とほとんど同じ長さか前字より長いの
と,異なっている。
注
(1)扱った13種は以下の如くである:北京。吟爾浜。合肥・済南・蘭州。南京。青島・天津・烏魯木斉。武漢。西安・
銀川・鄭州。
(2)李1997では “軽声"とはしておらず,本稿1.の表からもわかるように,李1997から得られた限りの例では,後
字陽平 (単字21)の場合にのみ後字が変調する (調値45)ので, これを見る限りは “軽声"とするより “変調"とす
べきであるように思われる。しかし,後字陽平が45に変調する語は,接尾辞 “―夫"・“―几"を伴うか,重ね型である
か,軽声を有する方言では後字軽声に読まれるものがほとんどである。また、江 (1981:128)では軽声に相当するこ
とが述べられており,更に江 (1981:129)では,後字上声 (“牙歯"・“耳条")や後字去声 (“庄稼")の例も少ないな
がら挙げられている。以上により,本稿では軽声として扱う。
(3)音声データとしては「現代浜活方言音岸」(侯精―主編,上海教育出版社)『音椙』付属カセットテープの音声を,
また,音声分析ソフトとしては「音声録聞見 おr WhdOws」(東京大学医学部音声言語研究施設,デイテル株式会社)
を,それぞれ用いた。
(4)石(1988:101)参照。「前字単字凋和軽声悟音同不直接友生美系的,如北京上声和 “老虎"[35+2]突経声活音
凋、安炭人声和経声活音洞,ス」只考慮其変調凋値眼経声后字在音高上的美系,不追究其本調和交凋之同的演変
辻程,所以,北京 “老虎"速祥的楚声悟音同就可以旧人田平升共的経声悟音洞来逃行付企。」
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